
検診室だより損防

　

当
組
合
で
は
、
家
畜
群
疾
病

情
報
分
析
管
理
事
業（
乳
牛
繁

殖
管
理
）
と
し
て
、
令
和
2
年

10
月
現
在
91
戸
の
組
合
員
さ
ん

と
契
約
し
、
繁
殖
検
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

繁
殖
検
診
の
目
的
は
、
①
農

場
の
現
状
を
把
握
し
、
問
題
点

を
見
つ
け
出
す
こ
と
②
問
題
点

を
改
善
し
、
事
故
を
減
ら
す
こ

と
③
繁
殖
成
績
を
向
上
す
る

こ
と
に
よ
り
、
農
場
経
営
を
改

善
・
安
定
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　

繁
殖
検
診
で
は
、
組
合
独
自

開
発
の
繁
殖
管
理
ソ
フ
ト（
Ｎ

Ｂ
Ｍ
Ｓ:

N
osai Breeding 

M
anagem

ent System

）
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｎ
Ｂ

Ｍ
Ｓ
は
授
精
情
報
や
分
娩
情
報

が
自
動
入
力
さ
れ
、
繁
殖
診
療

受
診
簿（
検
診
牛
リ
ス
ト
）（
図

1
）が
作
成
で
き
ま
す
。
ま
た
、

各
種
一
覧
・
グ
ラ
フ
、
レ
ポ
ー

ト
、
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
を
出
力

で
き
る
機
能
が
あ
り
、
契
約
組

合
員
さ
ん
に
繁
殖
成
績
の
分
析

や
繁
殖
情
報
の
提
供
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
本
的
に
は
隔
週(

農
家
さ

ん
に
よ
っ
て
は
毎
週)

で
実
施

し
て
い
ま
す
。
診
療
所
や
セ
ン

タ
ー
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
お
伺
い
す
る
獣
医
師
は
固

定
し
、
担
当
制
を
と
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
検
診
日
は

担
当
獣
医
師
と
相
談
に
よ
り
決

定
し
、
検
診
前
日
に
繁
殖
診
療

受
診
簿
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
ま
す
。
そ

の
リ
ス
ト
を
見
な
が
ら
検
診

を
進
め
て
い
き
、
検
診
終
了
後

は
、
検
診
結
果
・
費
用
、
繁
殖

成
績
・
情
報
な
ど
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
報
告
し
て
い
ま
す
。
農
家
さ

ん
に
は
検
診
時
に
必
ず
立
ち

会
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
以
外
、

検
診
結
果
の
Ｎ
Ｂ
Ｍ
Ｓ
へ
の
入

力
等
を
や
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

繁
殖
検
診
の
流
れ
と

検
査
項
目
（
図
2
）

　

①
フ
レ
ッ
シ
ュ
チ
ェ
ッ
ク
②

未
授
精
牛
・
未
受
胎
牛
チ
ェ
ッ

ク
③
妊
娠
鑑
定
④
再
妊
娠
鑑
定

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
す
べ
て
の
項
目
を
検

査
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
担
当
獣
医

師
と
相
談
の
上
、
必
要
な
検
査

項
目
を
決
定
し
ま
す
。

分娩後日数

授精回数

産次数

授精後日数

前回の日付と診断結果 検診結果記入欄

前回のBCS
ﾎﾞﾃﾞｨｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝｽｺｱ

今回の予測される発情周期

前回のｴｺｰ所見

0 7 14 21 28 35 42 49 56
分娩後日数

①ﾌﾚｯｼｭﾁｪｯｸ ②未授精牛・未受胎牛ﾁｪｯｸ
ＶＷＰ以降

最終授精後日数
7 14 21 28 35 42 49 56

③妊娠鑑定（非妊娠牛の摘発）

63

④再妊娠鑑定

0

・子宮内膜炎・蓄膿症の摘発・治療
・初回排卵の確認

・発情周期の特定
・薬剤による治療や発情誘起
・定時授精プログラム選定・実施

・胎齢診断
・双子診断
・胚死滅の摘発

・胎子の発育状況
・双子診断
・胎子死の摘発
・雌雄判別

図１　繁殖診療受診簿（検診牛リスト）

図２　繁殖検診の流れと検査項目
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こ
の
よ
う
に
定
期
的
に
担
当

獣
医
師
が
伺
い
、
農
家
さ
ん
と

一
緒
に
検
診
を
進
め
る
こ
と

で
、
繁
殖
の
こ
と
だ
け
で
は
な

く
乳
房
炎
・
蹄
病
・
飼
料
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
話
し
が
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
ま
た
繁
殖
検
診

で
は
、
す
べ
て
の
診
断
に
超
音

波
診
断
装
置（
エ
コ
ー
）
を
使

用
し
、
処
置
を
行
っ
て
い
く
こ

と
で
、
繁
殖
成
績
の
改
善（
図

3
）か
ら
経
営
状
況
の
改
善（
図

4
）に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

利
用
料
金
（
図
5
）

　

1
年
契
約
で
病
傷
給
付
の
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て

事
故
外
請
求
と
な
り
ま
す
。

　

前
記
の
検
査
項
目
す
べ
て
を

繁
殖
検
診
で
は
な
く
一
般
診
療

（
保
険
）
で
実
施
し
よ
う
と
す

る
と
、
病
傷
事
故
給
付
基
準
に

該
当
せ
ず
保
険
が
使
え
な
い
検

査
や
処
置
が
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
か
な
り
の
額
の
事

故
外
請
求
と
な
り
、
結
局
繁
殖

検
診
利
用
料
金
と
遜
色
な
い
額

に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
繁
殖
障
害
治
療

が
過
去
2
年
間
連
続
し
て
頭
数

被
害
率
で
40
％
以
上
に
な
る
と

繁
殖
病
傷
給
付
制
限
組
合
員
に

指
定
さ
れ
、
ま
す
ま
す
病
傷
給

付
が
厳
し
く
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
繁
殖
検
診
を
紹
介
す

る
第
一
回
目
と
し
て
、
総
論
的

な
こ
と
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
次
号
で
は
実
際
の

エ
コ
ー
画
像
な
ど
添
え
て
エ

コ
ー
技
術
の
詳
し
い
紹
介
を
し

ま
す
。
グ
ラ
フ
等
の
説
明
、
成

績
改
善
例
も
今
後
紹
介
す
る
予

定
で
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
や

話
を
詳
し
く
お
聞
き
に
な
り
た

い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
検
診
室
所
属
獣
医
師
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

授精実施率（％）＝ 授精した頭数÷授精しなければいけない頭数×100
妊娠率（％）＝ 妊娠した頭数÷授精しなければいけない頭数×100

2019年10月検診開始

検診前（平均）
授精実施率：53.6％
妊娠率：18.8％

検診後（平均）
授精実施率：66.9％
妊娠率：22.7％

53.6％

18.8％

66.9％

22.7％

分娩間隔430日（空胎日数145日）の農場が目標である分娩間隔400日
（空胎日数115日）に改善した場合

空胎日数が115日を過ぎると1日で1,200円の損失と試算されている。

（145日-115日）×1,200円＝36,000円の利益

牛群が100頭なら、36,000円×100頭＝3,600,000円

牛群として年間3,600,000円の利益となる。

～契約時のみに掛かる費用～
ｼｽﾃﾑ利用料：30,000円/年
（年度途中の契約の場合は月割りで徴収。解約の場合も月割りで返還します）

～検診毎に掛かる費用～
往診料：390円
検査料：ｴｺｰ検査の場合→検査頭数 × ｴｺｰ検査料（2,600円）

直腸検査の場合→検査頭数 × 直腸検査料（1,880円） 
ｴｺｰ検査による妊娠鑑定料（2,600円）
直腸検査による妊娠鑑定料（940円）

処置料：注射・挿入・注入等の技術料 + 使用薬剤費

検診前に比べ検診後は授精実施率も妊娠率も向上し、特に妊娠率は、ばらつきが少
なくなり、年間を通して一定数の妊娠牛を確保できています

図３

図４　繁殖成績改善から農場経営改善への簡単な一例

図５　利用料金

◆釧路東部事業センター
　（姉別：0153-68-6344）大塚
◆根室南部事業センター

　（0153-74-0543）成澤
◆根室西部事業センター

　（0153-77-5201）三宅
◆根室北部事業センター

　（0153-79-8602）岩田
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